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保全月報作成を軽減化せよ

当社はQC活動3年目です。私たちのサークルは、仕事や個性そして
年齢の違う5人で編成し困りごとや問題を解決していくグループで
あることから「ごれんじゃ～」と命名し活動を開始しました。現
在は6名に増えましたが、サークル名はそのままで活動しており、
そのモットーは「エンジョイQC」です。

私たちのサークルの強みは、メンバーが本音で発言できている
ところです。弱みは、自ら積極的に改善しようとする力と分析
しました。弱みを強みにするために、「QC手法の活用」「積極
的に発言・行動」等、４つの意識をかかげ活動することでＣ
ゾーンからＢゾーンを目指しました。

当社は社名に「伊勢」という言葉が含まれていますが、所在地は
三重県津市内の会社です。
2016年に総合電子部品メーカーの村田製作所グループに加入し、
主に高機能スマホ向け電子部品材料を開発・製造しています。

当社で取り扱っている製品を紹介いたします。
樹脂多層基板のもととなる樹脂銅箔フィルム(CCL)の生産を行っ
ており、基板製造を行う他拠点へ出荷しております。

ＱＣサークル紹介
発 表 形 式

本 部 登 録 番 号 サ ー ク ル 結 成 年 月

プロジェクタ

本 テ ー マ の 活 動 期 間 本 テ ー マ の 会 合 回 数

発 表 者 の 所 属

メ ン バ ー 構 成 会 合 は 就 業 時 間

平 均 年 齢 月 あ た り の 会 合 回 数

テ ー マ 暦 １回あたり の会合時間
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さらにもう一歩踏み込んで各業項目全体の時間だけでなく、そ
の中の作業内訳とそれにかかる時間を再調査、分析しました。

再調査の結果をパレート図にするとデータ収集分析に圧倒的に時
間がかかっていることがわかりました。「本当の悪さは何か」を
納得いくまで追求したことで攻めどころを明確にできました。

テーマ選定はメンバーで業務での困りごとを出し合い、議論し
ながら絞込み、マトリックスで点数付けを行いました。そして
テーマ名は「ごれんじゃ～」サークルらしく『保全月報作成を
軽減化せよ！』としました。

テーマ対象の「保全月報」は、私たち生産技術課のKPI遂行状
況、保全工数分析、予算とその実績管理などを毎月まとめている
もので、当月の保全内容を振り返り、次月に向けての注意点を洗
い出すために必要な資料です。

この「保全月報」作成は毎月のルーチンワークとなっています
が、作成担当者からは負担になっているとの声があり、現状把
握として、作成に必要な業務項目や1ヶ月当たりの作業時間を
調査しました。

パレート図にすると全体で590分の時間がかかっており、月初の
ルーチンワークで1日以上の工数負担がありました。中身は「予
実集計」「保全工数集計」が上位で、手間であることはわかった
ものの、突出した悪さは見当たらず、ターゲットが絞り込みにく
い結果となりました。
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次に特性要因図にて「データ収集・分析に時間かかる」要因は何
か？重要要因を洗い出しました。洗い出した重要要因に対し、実
際に作業する担当者にヒアリングしたところ、「ここは特に困っ
ているし、解決されたら確実に楽になる」という声があり、真因
と特定しました。

選定した重要要因に対する対策案を考え、マトリックス図を用
いて、実現性、コスト、効果を評価項目にして、最適案を導き
出し、実施する対策を６つに決めました。重要要因への対策に
ついて案出しし、マトリックス図で実現性、コスト、効果を評
価した結果、実施する対策は6つに絞り込めました。

6つの各対策について、全員が主役になり活動することを意識し
て主担当者を決め、スケジュールを立てました。

問題点が明らかになり、メンバーで意見交換した結果、作業時
間削減により保全月報作成の負担を減らすことになりました。
目標値は「２０２４年１月までにデータ収集分析時間＝390分
を50％削減する」としました。保全月報作成を1日以内で完了
させる！という思いでこの設定値としました。

目標を達成するための活動計画は、活動ステップ毎にリーダーを
変え、全員が主役となり活動できる様にステップリーダー制で計
画しました。

要因分析をする上で、先ずは担当者しかわからない保全月報作
成の仕事の流れをワークフロー図にまとめました。このワーク
フロー図化によって、サークルメンバー全員が「保全月報作成
作業」にかなり多くの手順があることを認識しました。

11 12

13

15 16

14



先ずは、自己評価により自分たちの現状のDX能力を把握しまし
た。マクロが得意なさくられんじゃー（竹内隊員）以外、全員マ
クロのスキルが低いことがわかり、３点以上を目指し勉強会を実
施しました。

主担当を中心に、各対策を実施しました。
対策１は、データを入力する課員全員への再教育実施です。課
の会合を利用して、入力ルールや注意点を周知しました。
対策２は、対策１で実施した周知内容を課のポータルサイトへ
掲示し、いつでも簡単に見れるようにしました。

対策３は、月に一回しか使わない為、忘れがちな社内品質管理シ
ステムの操作方法をマニュアル化し、間違いを防止しました。
対策４は、不要なデータを削除することでシンプルにし、プログ
ラムエラーの発生を防止を実施しました。

順調に４つの対策は完了し残り２つとなりましたが、この２つ
の対策実施が問題でした。DX活用とは何から手を付けて良いか
がわかりませんでした。
もう一度、保全月報作成の作業内容と困っていることをおさら
いすることから行いました。

作業内容の内訳は保全データ抽出＆絞込み、データ分割、入力漏
れ確認や修正、等が挙げられましたが、いずれも手作業であり、
ここが担当者の大きな負担となっていることを全員が理解しまし
た。改めて作業内容を確認する中でメンバーの一人から「マクロ
を駆使すれば自動集計できそう」と提案があり、それを実践する
こととしました。

集計時間短縮の対策として自動集計マクロが見えてきました
が、それを実践する中で、サークル員のDX能力をアップさせる
ことも併せて取組むことにしました。
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対策実施後の作業時間を測定し、効果確認を行いました。
データ収集分析時間が、現状390分から目標は50％削減の195分
でしたが、結果は74％削減の101分と目標を上回る結果となり
ました。

また、作業時間短縮は、自動集計マクロによるＤＸ化や入力方法
改善取組みによって、データ集計分析作業以外の作業も短縮が図
れ、全体の作業時間短縮も実現できました。

マクロについて最初は全くわからない様な状態でしたが、竹内
隊員の熱心かつ丁寧な指導により、回数を重ねるごとに少しづ
つ理解し、計6回の勉強会実施で全員に力がつきました。

勉強会終了後に改めて自己評価を実施しました。
個人、全体共に３点以上の目標を達成できました。
スキルも身に着けたので、実際に自動集計マクロ作成を行いまし
た。

手作業で行っていた処理を、自動化できるように試行錯誤し、
改良を重ね、自動集計マクロを完成させました。

これで、計画していた６つすべての対策が完了しました。
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活動計画に対する実績は一部遅れも生じましたが、概ね予定通
りに進めることができました。
ステップリーダー制での全員が主役となっての取組ができたこ
とも良かったです。

当活動では、さまざまなQCツールを活用し、現状把握では視点を
変えることで問題点を鮮明にでき、対策実施での停滞時には改め
てメンバー全員で考え乗り越え、勉強会ではＤＸ知識を得ること
ができ、サークルレベルもＢからＣゾーンにレベルアップするこ
とがきました。得た知識を活用して、更なる改善活動につなげて
いきたいと思います。

保全月報作業時間は約7時間の短縮となり、目標を上回る作業
時間短縮が達成できました。これにより、月初に余裕ができ、
他の業務へのチャレンジに時間を充てたりプライベートの充実
化など、ワークライフバランスの向上にも貢献できました。

無形効果として、当テーマ取組の中で実施したマクロ勉強会によ
り個々人のＤＸスキルが向上し、将来の改善への意識向上にもつ
ながりました。行き詰った時もチーム全員で考え目標達成に導く
ことができました。この経験を通じてチームワークの向上や、何
でも相談することでアイデアや解決の糸口につながることを実感
できました。

対策の効果は目標以上の結果が得られたので、この状態を継続
するために標準化と管理の定着を図りました。
今回実施した周知での共有などは、時間経過により風化しがち
なので、適時ＰＲによる周知を図ることを継続しようと考えて
います。

対策実施に時間を要し苦労したものの、メンバー全員の改善能力
がアップしたことを実感できる活動となりました。
今後は、この保全月報を活用して更なる保全力向上を図り、今回
の活動の中で得たマクロの知識を活用しての部品管理業務の工数
削減に挑戦しようと考えています。

31

33

3029

34

32




